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教
員
が
児
童
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
の
確
保
を
！

問　

何
度
も
避
難
と
転
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
心
を
寄
せ
て
困

難
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
教
員
が
子
ど
も
た
ち

に
向
き
あ
う
時
間
を
ど
う

確
保
す
る
考
え
な
の
か
。

答　

業
務
の
効
率
化
、
公

務
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問　

学
習
の
遅
れ
へ
の
対

策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

に
応
じ
た
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
加
配
教
員
を
配
置

し
て
い
る
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は

問　

陳
情
が
採

択
さ
れ
た
が
、

市
の
取
組
状
況

は
。

答　

公
共
交
通

活
性
化
協
議
会

で
、
利
便
性
の

高
い
新
た
な

り
な
が
ら
、
外
来
診
療
を

継
続
す
る
。

問　

今
の
状
況
で
は
許
せ

ま
せ
ん
。

保
育
所
待
機
児
童
解
消
を

問　

保
育
所
の
待
機
児
童

の
実
態
は
い
か
に
。

答　

２
月
で
105
人
、
４
月

以
降
は
65
人
以
上
に
な

る
。
保
育
士
の
確
保
が
困

難
で
す
。

問　

精
神
的
、
肉
体
的
に

負
担
の
大
き
い
保
育
士
の

処
遇
は
劣
悪
だ
。
賃
金
は

全
産
業
平
均
か
ら
月
10
万

円
も
低
い
。

　

処
遇
改
善
を
国
に
強
く

求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

市
独
自
に
緊
急
改
善
を
す

べ
き
で
す
。

答　

市
独
自
策
の
研
究
も

重
ね
て
い
き
ま
す

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
を

協
議
中
で
あ
る
。

問　

運
転
手
等
の
課
題
も

あ
る
が
、
ど
う
し
た
ら
市

民
の
足
を
確
保
で
き
る
か

追
求
す
る
姿
勢
が
重
要
と

考
え
る
が
。

答　

２
種
免
許
へ
の
助
成

等
、
総
合
的
に
考
え
便
利

な
シ
ス
テ
ム
に
し
た
い
。

問　

経
済
的
困
難
が
あ

る
家
庭
の
小
中
学
生
へ
の

「
入
学
準
備
金
」
は
、
入

学
時
の
制
服
代
な
ど
を

支
援
す
る
国
の
制
度
で
あ

る
。
入
学
に
間
に
合
う
よ

う
、
入
学
前
支
給
に
踏
み

切
る
自
治
体
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

実
情
に
配
慮
し
た
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

申
請
基
準
の
目
安
を

示
し
た
り
、
申
請
書
を
全

員
に
配
布
回
収
す
る
な
ど

申
請
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
大
事
と
考
え
る
が
。

答　

申
請
し
や
す
い
よ
う

全
国
の
事
例
を
参
考
に
工

夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　

解
除
か
ら
８
ヵ
月
後

の
小
高
区
に
は
、
震
災
前

人
口
の
９
％
し
か
帰
還
し

て
い
な
い
。
帰
還
で
き
な

い
理
由
の
一
つ
に
医
療
へ

の
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
決
め
ら
れ
た
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

小
高
病
院
の
全
病
床
を
総

合
病
院
に
移
行
し
、
小
高

病
院
は
外
来
だ
け
に
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
小

高
病
院
の
入
院
機
能
再
開

は
未
来
永
劫
あ
り
得
な
い

こ
と
に
な
る
。

　

総
合
病
院
の
充
実
は
歓

迎
す
る
が
、
別
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
で
は

だ
め
で
す
。
市
長
に
は
、

小
高
区
の
再
生
す
る
土
台

と
な
る
市
民
の
命
を
守
る

姿
勢
が
無
い
。
入
院
で
き

る
小
高
病
院
を
な
ん
と
し

て
も
残
す
べ
き
で
す
。

答　

総
合
病
院
の
充
実
で

市
全
体
の
医
療
体
制
を
確

保
し
て
い
く
。
小
高
病
院

は
総
合
病
院
と
連
携
を
図

あったかい日元気にあそぶ園児

そ
の
他
の
質
問

❶ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て

❷ 

健
康
格
差
の
現
状
と
支

援
に
つ
い
て

❸ 

「
子
ど
も
の
居
場
所
」

　

づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

除
染
土
壌
等
の
移
送
を

急
が
せ
よ

❷ 

仮
置
き
場
の
保
管
方
法

の
改
善
を

❸ 

小
高
認
定
こ
ど
も
園
の

充
実
策
を

質問を終えて
　朗報！文科省が３月 31 日
「入学準備金」の支給を入学前
も可能とする通知を出しまし
た！！

質問を終えて
　小高病院の入院をやめさせ
た市長 ･議員として歴史に残
ることになる ･･･。

入
院
で
き
る

入
院
で
き
る

小
高
病
院
を
残
せ

小
高
病
院
を
残
せ

入
学
準
備
金
は

入
学
準
備
金
は

入
学
式
の
前
に　

渡部 寛一 議員

荒木千恵子 議員

一
般
質
問

学校で配布される
「就学援助申請書」

！！！
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早期の小児科再開が求められる市立総合病院

り
、
周
産
期
医
療
の
整
備

は
、
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
総
合
病
院
に
お

け
る
小
児
科
の
入
院
加
療

の
早
期
再
開
に
向
け
、
福

島
県
立
医
大
に
要
請
を
行

い
、
医
師
の
確
保
に
取
り

組
む
。

問　

働
き
な
が
ら
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
幼
稚
園

保
育
園
の
無
料
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
一
方
で

保
育
士
不
足
の
状
況
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

現
在
の
待
機
児
童
数

105
人
の
保
育
態
勢
を
整
え

る
に
は
、
保
育
士
25
名
必

要
で
あ
る
。

問　

保
育
行
政
は
、
官
民

一
体
で
取
り
組
む
と
の
考

え
だ
が
、
保
育
士
の
賃
金

格
差
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

民
間
の
幼
稚
園
保
育

園
の
決
算
資
料
か
ら
処
遇

改
善
を
調
査
し
て
お
り
、

今
後
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

保
育
士
の
離
職
者
再
就

職
支
援

❷ 

小
中
学
校
の
不
登
校
実

態
と
改
善
策

❸ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
、

児
童
に
係
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
総
合
的
な
提
供

問　

安
心
し
て
産
む
こ
と

の
で
き
る
医
療
環
境
に
つ

い
て
、
総
合
病
院
に
は
産

科
は
あ
る
が
小
児
科
が
無

い
た
め
、
母
体
・
胎
児
、

新
生
児
の
生
命
に
関
わ
る

事
態
に
は
、
公
立
相
馬
総

合
病
院
と
連
携
し
て
い
る

が
、
現
状
を
伺
う
。

答　

昨
年
１
年
間
で
、
市

外
の
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
搬
送
は
、
母

体
が
６
件
、
新
生
児
搬
送

が
２
件
で
あ
る
。
現
在
、

産
科
医
は
厳
し
い
状
況
だ

が
、
Ｈ
29
年
度
に
県
立
医

大
か
ら
の
派
遣
医
師
が
増

員
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

問　

南
相
馬
市
立
総
合
病

院
に
お
け
る
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設

置
は
、
必
至
と
考
え
る

が
。

答　

常
時
対
応
で
き
る
産

科
・
小
児
医
と
看
護
師
の

配
置
が
必
要
だ
が
、
近
年

出
産
件
数
が
増
え
て
お

地
域
の
宝
で
あ
る

地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
の
政
策
を

子
ど
も
の
政
策
を

小川 尚一 議員

け
る
水
道
料
金
の
将
来
見

通
し
は
、
大
幅
な
上
昇
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

将
来
人
口
に
基
づ
い
た

料
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

今
後
10
年
間
に
わ
た

る
投
資
資
産
と
水
需
要
の

予
測
に
よ
り
、
料
金
収
入

を
中
心
と
し
た
財
源
資
産

や
、
経
営
健
全
化
対
策
を

含
む
経
営
戦
略
、
施
設
等

更
新
計
画
を
策
定
す
る
。

値
上
げ
せ
ず
に
安
全
な
水

道
水
を
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
市
の
最
大
の
使
命
と

考
え
る
。

　

給
水
人
口
が
減
っ
た
場

合
に
は
、
施
設
等
の
統
廃

合
が
可
能
か
確
認
し
、
な

る
べ
く
安
い
料
金
で
水
道

を
供
給
で
き
る
よ
う
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と

と
も
に
、
料
金
改
定
に
つ

い
て
も
示
し
て
い
き
た
い
。

問　

大
規
模
災
害
に
お
い

て
、
設
備
の
復
旧
作
業
と

同
時
に
給
水
対
応
が
必
要

に
な
る
。
広
域
連
携
に
よ

る
初
動
対
応
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答　

水
道
は
命
の
水
。
復

旧
に
あ
た
り
、
手
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
等
々
も
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
広
域
連

携
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　

非
常
時
に
命
を
支
え
る

水
の
供
給
を
す
る
こ
と
は

自
治
体
の
責
務
。
鹿
島
区

の
広
域
水
道
企
業
団
で
供

給
し
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
と
し
て
非

常
時
に
備
え
た
上
で
、
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
、
連

携
、
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
く
。

問　

水
道
料
金
収
入
は
現

在
ピ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
先
、
人
口
減
少
の
進

行
に
伴
い
収
入
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
る
。
宮
城
、
岩

手
の
沿
岸
の
自
治
体
に
お

災害備蓄倉庫（相馬市）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

国
の
成
長
戦
略
と
連
動

し
た
産
業
政
策
を

❷ 

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に

専
門
的
支
援
体
制
を

❸ 

国
内
最
先
端
の
実
証
施

設
整
備
を

水
道
事
業
の

水
道
事
業
の

経
営
課
題
の
整
理
を

経
営
課
題
の
整
理
を

但野 謙介 議員

質問を終えて
　南相馬復興の人財とし
て、地域の子どもたちの
為、あらゆる政策に取り
組むべきである。

一
般
質
問

質問を終えて
　人口変動に影響されない水道
事業の経営が求められている。


